


















はじめに 

 肉眼形態的発生異常である先天奇形を中心とする先天異常の研究材料はヒトが最も豊富

であり,またわれわれの究極の目的はヒトの先天異常の予防にある。それにもかかわらず,

先天異常研究における動物実験の意義は大きい。ここでは,動物実験とヒトの発生毒性因子

早期検索体制としてのモニタリングとのかかわりを中心に論じる。なお,ここで発生毒性と

は催奇形性を拡大した概念である。催奇形性と限定して用いる場合には,妊娠中の投与によ

る環境因子の次世代への形態的および機能的発生異常をさす。 


